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ひまわりは、いつでも太陽に向かって咲いていて、暑さを栄養にしているように見えます。
研究所年報（１０年度版）はいかがでしたでしょうか。
政策研ニュースの庶務に音楽家がおり、コンサートに誘ってくれます。大きなオーケストラで、い
つでも大編成の曲が選ばれています。今回は「復活」でした。こんなに大所帯でもメンバーが組み
なれているせいか、個人の練習からパート毎への練習へと組み上げて、総合練習で仕上げをするの
にあまり苦労はないそうです。100を超える楽器により一つの意思表示をするのですから、チーム
ワークとしては大変な事業です。いつでもどの曲でもそれに応えられる能力（感覚、技量）を常時
整えるのが必要だなと思いました。
席がパーカッションの近くだったので、動きがよく見えました。管楽器と弦楽器が主旋律なのに対
して、パーカッションは曲の味付けの場合が多いようです。それを支援部隊に例えると、その働き
方やタイミングなどを研究することができました。 政策研ニュースが研究情報を発信する場合に、
編集担当はその支援的役割となります。ドラやシンバルの音に痺れながらも、支援部隊の役割をし
みじみと考えました。常時、技を磨いておかなくてはと。
この暑さをいっぱい取り入れて更に発展を図りたいものです。（Ｙ） 
編集・発行
科学技術庁科学技術政策研究所広報委員会（政策研ニュース担当：情報分析課）
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